
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図形を構成する要素に着目して特徴を捉えたり、図形の性質を生かした

模様作りを考えたりしている。 

 

 

 

 

★パターンブロックの常設 

 休み時間等に自由に使えるパターンブロックを用意し、パズル（型はめ）、
お手本通りに形を作る、好きに遊ばせるという３つの環境を作る。自然と図形
に触れることで図形に対する感覚を育て、イメージを具体化させていく。 
 

★単元の指導計画の工夫 

 第 1時に三角形、第 2時に四角形と分けることで、１つ１つ、学習内容の理
解を確実に定着させる。また、三角形の構成要素を理解させることで、次時の
四角形の学習に見通しをもたせることができる。 
 

★導入の工夫 

 学習に興味関心をもてるよう、いろいろな図形を掲示してそれが当たりかは
ずれかを進んで考えるように促すことで、自然と「辺の数」「角」「直線」とい
った構成要素に着目して、その図形の特徴や定義を捉えさせる。また、「くじ」
で活用した図形をホワイトボード上で操作できるようにし、図形の向きにも注
目するように促す。 
 

★算数的活動を通した授業の展開 

比べる活動 【比較】、共通していえることを見出す活動 【抽象】、言葉でまと
める活動 【概括】を一連とした授業を展開することで、児童が目的意識をも
って、学習できるように促す。 
 

★導入の工夫 

「当たり」か「はずれ」いずれか答えるという発問をすることにより、全員が
主体的に学習に参加できるようにする。 
 

★表現する場の設定 

「ペアでお話」、「お話の旅」（３人以上に自分の考えを伝える活動）という
言語活動を通して、自分の考えを積極的に伝えられる場を設定する。 

 

本単元における「数学的な見方・考え方」を 

働かせている児童の姿 

 

研究主題に迫る手立て 


